
VLP取組概要 活動・取り組み内容
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●足立区

VLP活用のねらい
 様々な事情で学校に通うことができない児童生
徒、対面による交流や会話が困難な児童生徒、
他人の視線や言動が気になる児童生徒たちが、
アバターを使い同世代の子どもや支援員等との
他者交流をする。

 自分のペースでできる学習の場を提供する。
対象生徒・児童
①小学生（３年生以上）
②中学生（全学年）

運営時間
 平日（月〜金） ９：００〜１７：００
活用方法
 自宅、学校（教室以外）等から、学校タブレッ
トでログインし、他者との交流（会話や遊び）、
学習ツールでの自己学習。

 自己学習ができるよう「学習エリア」を設置。（デ
キタス以外の学習ツールの常設）※後期継続

 学習以外に楽しく過ごす「オンライン部活」を設定。

活動・取組み内容活用方針
適日

【後期】

【全期】

 「オンライン部活」を、皆で一緒に遊べる「みんな
集まれ」に変更、週替わりの活動を実施。

 毎月最終週に「クイズ大会」を実施。

【前期】

 利用は、学校、ＳＳＷ、相談員から趣旨を説明
の上、利用に適していると思われる子を申請。

 保護者からの利用申請に「目標：本人」「目
的：保護者」を記載。

 自発的、継続的利用を促すため、「自分時間割」
を検討させる。

 月末締め、翌月初個別利用実績（利用日、活
動参加日、過ごし方）を申請担当者に報告。

 自分から見に行く機会の少ない情報（教育支援
センター、将来の職業、進学等）を掲示。
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成果/好影響・次年度以降の方針・利用者の声

●足立区

児童・
生徒

• 階段アトラクションが楽しい。
• もっと色々なアトラクションがあるといい。
• もっと（同世代の）児童生徒がいるといい。
• クイズ大会で自分の知っている場所（公
園）が問題にでてきて楽しかった。

教職員や
保護者等

成果/好影響

次年度以降の方針

 学校での三者面談で、自分の気持ちが言い出せなかった生徒
が、VLP内で支援員さんに自分が思っていることを話していた。

 学校からの生徒情報で「人見知りでおとなしい」と伝えられてい
たが、VLP内では自分から積極的に他者へ声掛けしたり、遊び
に誘ったり、非常に活発に活動していた。（学校では見えない
一面が出ていた）

 自分から声掛けすることが苦手な子が、よく話しかけてくれる子
が参加するようになり、入室回数が増えた生徒がいた。

 利用していくうちに慣れてきて、保護者が声掛けしなくても自主
的に利用する事が増えた児童がいた。

 アカウント配付者が、楽しく継続利用できる空間にするような運
用を検討中

利用者の声

• 他者とつながりたい気持ちが伺えるようにな
りました。

• 入室時、大人しかいなかったため緊張したら
しく、利用継続に繋がらなかった。

• 現実社会で他者と関わることの難しい児
童・生徒にとっては、バーチャル空間で本来の
自分とは少し違う自分で他者と交流できる
のは、少しだけでも不安を軽くした状態で対
人交流の体験を積むことのできる貴重な場
だと思います。
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